
半田赤レンガ建物

江戸時代多くの人が行き交う
にぎやかだった通りで、染物屋
があったと伝えられています。
昔の風情が漂う懐かしいまち
並みが一部残っています。

紺屋海道

新美南吉
記念館

総檜造りの純和風天然温泉。日本庭園を眺めな
がら入浴できます。
Tel：0569-27-8878　営：10:00～22:00
休：第2・4月曜日　料：大人800円　子ども400円
幼児200円　3歳以下無料

ごんぎつねの湯

南吉は幼少期、母りゑの実家新美家に養子に出され数か月暮らしました。

南吉の養家・新美家

新美南吉の生まれた家。
父の畳屋と継母が営んでいた下駄屋
など、当時の様子を復元しています。
営：9：00～17：00　休：年末年始
料：無料

新美南吉の生家

童話作家・新美南吉のふるさと、半田。

南吉が生まれ育った岩滑(やなべ)の「南吉の里」では、

南吉童話の原風景と南吉の愛した花々がお出迎えします。

矢勝川堤の彼岸花
南吉がよく散策した矢勝川の堤。秋になると、東西約1.5kmにわ
たって300万本の彼岸花が咲き誇ります。周辺には菜の花やコスモ
スが咲き、四季を通じて南吉童話の里を美しく彩ります。
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名鉄住吉町駅

新美南吉記念館、南吉の生家の最寄駅。

名鉄半田口駅
（愛称：ごんぎつねの駅）
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Tel：0569-29-2626（かみや美術館）　住：半田市平和町7丁目60番地
休：事前予約いただいた都度、打ち合せた日時に開館
料：大人・小・中・高校生 300円

（公益財団法人かみや美術館分館 南吉の家）半田赤レンガ建物

常設展示室常設展示室

赤レンガ赤レンガ

営　9：00～17：00
料　大人（高校生以上）200円
　　団体（20名以上）160円
　　中学生以下　無料

DATA

℡　0569-26-4888　
住　半田市岩滑西町1-10-1
営　9：30～17：30
休　月曜日、第2火曜日（祝日・振替休日は開館、その翌日休館）、年末年始
料　210円(中学生以下無料)、団体20名以上は1人170円

DATA

建物北側の壁面には、第二次世界
大戦中に受けた機銃掃射の跡が
生 し々く残っています。

建物の壁は、ビール造りに
必要な安定した温度と湿
度を保つため2重～5重の
空気層を有する複壁構造と
なっています。

地元のお店や生産者、作家たちと顔をあわせて楽しむ、

お買物やワークショップのマルシェ。

南吉南吉

新美南吉記念館

新美南吉（1913～1943）

新美南吉の自筆原稿や書簡などを収蔵する記念文学館。
「ごんぎつね」の舞台となった地に建てられています。
童話の森には、作品に登場する植物が観察できる遊歩道があります。

童話「ごんぎつね」や「手袋を買いに」「でんでん
むしのかなしみ」の作者として知られる児童文
学者。

大正2年7月30日、愛知県知多郡半田町（現・半田市）に生まれる。
幼くして母を亡くし、養子に出されるなど寂しい子ども時代を送る。
その後、教員をしながら執筆を続け、昭和18年3月22日、結核のため、29歳で世
を去る。
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生カブトビールが味わえる
カフェ ブリックとショップカフェ ブリックとショップ

赤レンガに囲まれた幻想的でゆったりとした空間
の中、復刻した生カブトビールと地元の食材を使っ
た美味しいおつまみが楽しめます。ショップではお
土産やカブトビールも販売しています。

明治33年（1900年）パリ万国博覧会で金牌を
受賞した本格的ドイツビール。明治時代のレシピを
元に復刻しました。

半田赤レンガ建物やカブトビー
ル誕生の歴史を、模型・映像・
当時の写真等で紹介。先人た
ちの熱い「ものづくり」への心意気
を感じることができます。

童話「ごんぎつね」に登場する中山さまの城跡と言
い伝えられてきた場所であり、南吉文学に描かれ
た里山の自然に触れられる森です。

カブトビールカブトビール

営　10：00～17：00
※季節によってナイトカフェ営業もあります。

DATA

●貝殻忌（南吉の命日）　3月22日

　南吉さんを偲びイベントを開催。

●南吉さんの蛍まつり6月下旬

　南吉さんの童話「木の祭」の一場面のように蛍が

飛び立ちます。

●南吉さんの日（南吉の誕生日）　7月30日

　南吉さんの誕生を祝うイベントを開催。

●ごんの秋まつり　9月下旬～10月上旬

　「ごんぎつね」の一場面のように、矢勝川堤に300

万本の彼岸花が咲き誇ります。

南吉の里でのイベントは、

年間を通じて開催されます。

カブトビール

企画展やイベントで

楽しめるダシ！

詳しくは

半田赤レンガ建物の

HPチェックしてダシ！

新美南吉童話
イメージキャラクター

ごん吉くん

新美南吉記念館の

中で子ぎつねが

お出迎え。何匹

いるか数えてみてね。

半田赤レンガ建物半田赤レンガ建物
明治31年（1898年）にカブトビールの製造工場として誕生。

明治時代に建てられたレンガ建造物としては日本で五本の指に

入る規模を誇ります。レンガ造りのビール工場の遺構は現存数が

極めて少ないため貴重な建造物です。

日本のビール黎明期に地方都市から

果敢に大手ビールメーカーに

挑んだ起業家精神を

今に伝えています。

℡　0569-24-7031
住　半田市榎下町8
営　9：00～22：00
休　年末年始

DATA

冬になるとイルミネーションで彩られます。

毎月第４日曜日

（9：00～15：00）に

半田赤レンガマルシェを開催！
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